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(54)【考案の名称】水流切り換え機構

(57)【要約】
【目的】シャワー状の水流もしくはストレート状の水流
もしくは浄水器への水流等のように、二つ以上の異なる
状態に切り換えるための機構を提供すること。
【構成】シャワー側へ連通するシャワー口５と、ストレ
ート側へ連通するストレート口６と、浄水器側へ連通す
る浄水器口７とが１２０度づつずれて開口している。回
転板９には１８０度ずらした二つの孔９１，９２と、６
０度ずつの６個の歯が形成されたラチェット歯車９４と
が形成されている。押し部１１を押す毎に、爪１２がラ
チュット歯車９４を６０度ずつ回転させる。
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】蛇口等から供給される水流を、シャワー側
とストレート側と分岐側とに切り換える水流切り換え機
構において、
蛇口からの水流を導入する導入口が設けられたケースの
内部に、シャワー側へ連通するシャワー口と、ストレー
ト側へ連通するストレート口と、分岐側へ連通する分岐
口とを、同一平面上で且つ１２０度づつずらして開口す
るように配設し、前記平面内で回転するよう軸支した回

10転板に、その回転軸を中心に１８０度ずらした二つの孔
と６０度ずつ６個の歯が形成されたラチェット歯車とを
設け、一回押す毎に前記ラチェット歯車を６０度ずつ回
転させることによって前記回転板を回転させて水流を切
り換える円板回転機構を設けたことを特徴とする水流切
り換え機構。
【請求項２】蛇口等から供給される水流を、シャワー側
とストレート側とに切り換える水流切り換え機構におい
て、
蛇口からの水流を導入する導入口が設けられたケースの

20内部に、シャワー側へ連通するシャワー口と、ストレー
ト側へ連通するストレート口とを、同一平面上で且つ１
８０度ずらして開口するように配設し、前記平面内で回
転するよう軸支した回転板に、その回転軸を中心に１２
０度づつずらして三つの孔と６０度ずつ６個の歯が形成
されたラチェット歯車とを設け、一回押す毎に前記ラチ
ェット歯車を６０度ずつ回転させることによって前記回
転板を回転させて水流を切り換える円板回転機構を設け

たことを特徴とする水流切り換え機構。
【請求項３】前記回転板の周面に、６０度おきに切り換
え状態を示す文字もしくは図形等を表示し、前記ケース
の側面において前記円板の周面の表示が見える位置に透
明部分を設けたことを特徴とする請求項１若しくは請求
項２の何れか一方に記載の水流切り換え機構。
【図面の簡単な説明】
【図１】本考案の水流切り換え機構の実施例の側面断面
図である。

10 【図２】本考案の水流切り換え機構の実施例の要部の分
解斜視図である。
【図３】本考案の水流切り換え機構の作用を説明する要
部の平面図である。
【図４】本考案の水流切り換え機構の回転板の表示例を
示す斜視図である。
【図５】本考案の水流切り換え機構の別実施例の側面断
面図である。
【符号の説明】
１  蛇口

20 ２  水流切り換え機構
５  シャワー口，シャワー側
６  ストレート口，ストレート側
７  分岐口，分岐側
９  回転板
１０  円板回転機構
９１，９２  二つの孔
９４        ラチェット歯車

【図４】 【図５】
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【図１】 【図２】
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【図３】
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【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ １ 】

  【 産 業 上 の 利 用 分 野 】

  本 考 案 は 、 家 庭 に お け る 蛇 口 に 設 け る 水 流 切 り 換 え 機 構 に 関 し 、 特 に は 、 シ ャ

ワ ー 状 の 水 流 も し く は ス ト レ ー ト 状 の 水 流 も し く は 分 岐 へ の 水 流 等 の よ う に 、 二

つ 以 上 の 異 な る 状 態 に 切 り 換 え る た め の 機 構 に 関 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ２ 】

  【 従 来 の 技 術 】

  従 来 よ り 、 蛇 口 か ら の 水 流 を シ ャ ワ ー 状 態 と ス ト レ ー ト 状 態 と に 切 り 換 え る 切

り 換 え 機 構 は 種 々 提 案 な ら び に 販 売 さ れ て い る 。

  中 で も 、 上 述 し た よ う な 二 回 路 切 り 換 え の 場 合 に は 、 レ バ ー を 切 り 換 え 操 作 す

る こ と に よ っ て 、 二 つ の 状 態 に 交 互 に 切 り 換 え る 機 構 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

  ま た 、 複 数 の 孔 を 開 け た 回 転 版 を 回 す こ と に よ っ て 切 り 換 え る よ う に 構 成 さ れ

た 切 り 換 え 機 構 も あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

  【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

  従 来 は 、 レ バ ー 式 は 操 作 感 覚 が 好 ま れ な い と い う 点 と 、 二 回 路 切 り 換 え は 実 現

し や す い が 、 三 回 路 の 切 り 換 え に 用 い る と 、 中 間 位 置 の 操 作 感 覚 が 不 安 定 で あ る

と い う 問 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 回 転 板 を 回 す こ と に よ る 切 り 換 え 機 構 の 場 合 に は

、 確 か に 三 回 路 で も 四 回 路 で も 同 様 に 切 り 換 え る こ と が で き る が 、 三 回 路 の 切 り

換 え の 場 合 に は 、 １ ２ ０ 度 も 回 さ な け れ ば な ら な い の で 、 操 作 性 が 悪 い と い う 問

題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

  ま た 、 ノ ブ を 押 す こ と に よ っ て 水 流 を 二 種 類 に 切 り 換 え る も の は 、 操 作 性 や 優

れ て い る が 、 三 種 類 に 切 り 換 え る こ と は で き な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

  そ こ で 、 本 考 案 に お い て は 、 優 れ た 操 作 性 の 切 り 換 え 機 構 で 、 三 種 類 の 切 り 換

え が 可 能 な 機 構 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】

  【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

  本 考 案 に お い て は 、 蛇 口 等 か ら の 水 流 を 、 シ ャ ワ ー 側 と ス ト レ ー ト 側 と 分 岐 側

と の 三 種 類 に 切 り 換 え る 水 流 切 り 換 え 機 構 の 、 蛇 口 か ら の 水 流 を 導 入 す る 導 入 口

が 設 け ら れ た ケ ー ス の 内 部 に 、 シ ャ ワ ー 側 へ 連 通 す る シ ャ ワ ー 口 と 、 ス ト レ ー ト

側 へ 連 通 す る ス ト レ ー ト 口 と 、 分 岐 側 へ 連 通 す る 分 岐 口 と を 、 同 一 平 面 上 で 且 つ

１ ２ ０ 度 づ つ ず ら し て 開 口 す る よ う に 配 設 し 、 前 記 平 面 内 で 回 転 す る よ う 軸 支 し

た 回 転 板 に 、 そ の 回 転 軸 を 中 心 に １ ８ ０ 度 ず ら し た 二 つ の 孔 と ６ ０ 度 ず つ ６ 個 の

歯 が 形 成 さ れ た ラ チ ェ ッ ト 歯 車 と を 設 け 、 一 回 押 す 毎 に 前 記 ラ チ ェ ッ ト 歯 車 を ６

０ 度 ず つ 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 前 記 回 転 板 を 回 転 さ せ て 水 流 を 切 り 換 え る 円 板

回 転 機 構 を 設 け る と い う 手 段 を 講 じ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

  ま た 、 蛇 口 等 か ら の 水 流 を 、 シ ャ ワ ー 側 と ス ト レ ー ト 側 と 分 岐 側 と の 二 種 類 に

切 り 換 え る 水 流 切 り 換 え 機 構 に お い て 、 蛇 口 か ら の 水 流 を 導 入 す る 導 入 口 が 設 け

ら れ た ケ ー ス の 内 部 に 、 シ ャ ワ ー 側 へ 連 通 す る シ ャ ワ ー 口 と 、 ス ト レ ー ト 側 へ 連

通 す る ス ト レ ー ト 口 と を 、 同 一 平 面 上 で 且 つ １ ８ ０ 度 ず ら し て 開 口 す る よ う に 配

設 し 、 前 記 平 面 内 で 回 転 す る よ う 軸 支 し た 回 転 板 に 、 そ の 回 転 軸 を 中 心 に １ ２ ０

度 づ つ ず ら し て 三 つ の 孔 と ６ ０ 度 ず つ ６ 個 の 歯 が 形 成 さ れ た ラ チ ェ ッ ト 歯 車 と を

設 け 、 一 回 押 す 毎 に 前 記 ラ チ ェ ッ ト 歯 車 を ６ ０ 度 ず つ 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 前

記 回 転 板 を 回 転 さ せ て 水 流 を 切 り 換 え る 円 板 回 転 機 構 を 設 け る と い う 手 段 を 講 じ

た 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

  ま た 、 前 記 回 転 板 の 周 面 に 、 ６ ０ 度 お き に 切 り 換 え 状 態 を 示 す 文 字 も し く は 図

形 等 を 表 示 し 、 前 記 ケ ー ス の 側 面 に お い て 前 記 円 板 の 周 面 が 見 え る よ う に 透 明 部

分 を 設 け て も よ い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

  【 作 用 】

  上 記 手 段 を 講 じ た 本 考 案 に よ れ ば 、 蛇 口 等 か ら 供 給 さ れ る 水 流 を 、 シ ャ ワ ー 側

と ス ト レ ー ト 側 と 分 岐 側 と の 三 種 類 に 切 り 換 え る 水 流 切 り 換 え 機 構 に お い て 、 蛇
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口 か ら の 水 流 を 導 入 す る 導 入 口 が 設 け ら れ た ケ ー ス の 内 部 に 、 シ ャ ワ ー 側 へ 連 通

す る シ ャ ワ ー 口 と 、 ス ト レ ー ト 側 へ 連 通 す る ス ト レ ー ト 口 と 、 分 岐 側 へ 連 通 す る

分 岐 口 と を 、 同 一 平 面 上 で 且 つ １ ２ ０ 度 づ つ ず ら し て 開 口 す る よ う に 配 設 し 、 前

記 平 面 内 で 回 転 す る よ う 軸 支 し た 回 転 板 に 、 そ の 回 転 軸 を 中 心 に １ ８ ０ 度 ず ら し

た 二 つ の 孔 を 設 け た の で 、 こ の 回 転 板 に 設 け た ラ チ ェ ッ ト 歯 車 を 円 板 回 転 機 構 を

押 す こ と に よ っ て 回 転 さ せ る と 、 回 転 板 の 孔 と 位 置 が 合 っ た と き に 、 シ ャ ワ ー 側

と ス ト レ ー ト 側 と 分 岐 側 と に 順 次 水 流 は 切 り 換 え ら れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

  こ の と き 、 前 記 ラ チ ェ ッ ト 歯 車 の 歯 は ６ ０ 度 ず つ 形 成 さ れ て い る の で 、 円 板 回

転 機 構 を 押 す 毎 に 、 回 転 板 は ６ ０ 度 ず つ 回 転 し 、 押 す 毎 に 、 シ ャ ワ ー 側 と ス ト レ

ー ト 側 と 分 岐 側 と に 順 番 に 切 り 換 え ら れ る の で あ る 。

  ま た 、 蛇 口 等 か ら の 水 流 を 、 シ ャ ワ ー 側 と ス ト レ ー ト 側 と 分 岐 側 と の 二 種 類 に

切 り 換 え る 水 流 切 り 換 え 機 構 の 場 合 に は 、 回 転 板 の 方 に 三 つ の 孔 を 設 け る と 、 上

記 同 様 に 、 順 次 切 り 換 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

  ま た 、 前 記 回 転 板 の 周 面 に 、 ６ ０ 度 お き に 切 り 換 え 状 態 を 示 す 文 字 も し く は 図

形 等 を 表 示 し 、 前 記 ケ ー ス の 側 面 に お い て 前 記 円 板 の 周 面 が 見 え る よ う に 透 明 部

分 を 設 け る と 、 回 転 板 が 回 転 し て 切 り 換 え る 毎 に 、 表 示 も 対 応 し て 切 り 換 わ る の

で 、 視 認 し や す く な る 。

  な お 、 蛇 口 に 限 ら ず 湯 沸 器 等 か ら 供 給 さ れ る 水 流 （ 温 水 も 含 む ） を 切 り 換 え る

こ と が で き る 。 ま た 、 分 岐 側 に は 、 浄 水 器 や 食 器 洗 器 等 の 他 の 機 器 を 接 続 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

  【 実 施 例 】

  以 下 に 本 考 案 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。

  図 １ は 前 記 実 施 例 の 水 流 切 り 換 え 機 構 の 側 面 断 面 図 、 図 ２ は 前 記 水 流 切 り 換 え

機 構 の 要 部 を 説 明 す る 分 解 斜 視 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

  図 １ ， 図 ２ に お い て 、
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１ は 水 道 の 蛇 口 、 ２ は 本 考 案 に よ る 水 流 切 り 換 え 機 構 、 ３ は 浄 水 器 へ 接 続 さ れ る

分 岐 側 配 管 で あ る 。

の 浄 水 器 で あ る 。

  前 記 水 流 切 り 換 え 機 構 ２ に は 、 蛇 口 １ か ら の 水 流 を 導 入 す る 導 入 口 ４ が 形 成 さ

れ る と と も に 、 シ ャ ワ ー 側 へ 連 通 す る シ ャ ワ ー 口 ５ と 、 ス ト レ ー ト 側 へ 連 通 す る

ス ト レ ー ト 口 ６ と 、 分 岐 側 配 管 ３ へ 連 通 す る 分 岐 口 ７ と が 、 ケ ー ス ８ の 内 部 に お

い て 同 一 平 面 に １ ２ ０ 度 づ つ ず れ て 開 口 し て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

  前 記 シ ャ ワ ー 口 ５ は ケ ー ス ８ の 内 部 空 間 を 通 っ て 多 数 の 孔 ５ １ に 通 じ て い る 。

前 記 ス ト レ ー ト 口 ６ は 流 路 ６ ２ を 通 っ て 太 い 一 本 の 出 口 ６ １ に 通 じ て い る 。 分 岐

口 ７ は 流 路 ７ １ を 通 っ て 分 岐 側 配 管 ３ へ 通 じ 、 浄 水 器 等 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

  前 記 シ ャ ワ ー 口 ５ と ス ト レ ー ト 口 ６ と 分 岐 口 ７ の 開 口 を 塞 ぐ 位 置 に 、 回 転 板 ９

が 軸 支 さ れ て い る 。 こ の 回 転 板 ９ に は 、 そ の 回 転 軸 を 中 心 に １ ８ ０ 度 ず ら し た 二

つ の 孔 ９ １ ， ９ ２ と 、 ６ ０ 度 ず つ の ６ 個 の 歯 が 形 成 さ れ た ラ チ ェ ッ ト 歯 車 ９ ４ と

が 形 成 さ れ て い る 。

  １ ０ は 円 板 回 転 機 構 で あ り 、 押 し 部 １ １ の 先 に 連 接 さ れ た 金 属 板 状 の 爪 １ ２ と

バ ネ １ ３ と を 備 え て い る 。 こ の 押 し 部 １ １ を 押 す 毎 に 、 前 記 爪 １ ２ が 前 記 ラ チ ュ

ッ ト 歯 車 ９ ４ の 各 歯 を 一 つ ず つ 押 し て 、 歯 車 を 一 山 ず つ （ ６ ０ 度 ず つ ） 回 転 さ せ

る の で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

  図 ２ 及 び 図 ３ の 〔 Ａ 〕 の 状 態 に お い て は 、 蛇 口 １ か ら の 水 流 は 、 回 転 板 ９ の 孔

９ ２ を 通 っ て ス ト レ ー ト 口 ６ に 導 入 さ れ 、 流 路 ６ ２ を 通 っ て 出 口 ６ １ か ら 出 さ れ

る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

  こ こ で 、 前 記 円 板 回 転 機 構 １ ０ を 操 作 す る と 、 ラ チ ェ ッ ト 歯 車 ９ ４ が ６ ０ 度 回

転 し て 、 図 ３ の 〔 Ｂ 〕 の よ う な 状 態 に な る 。 す る と 、 回 転 板 ９ の 孔 ９ ２ は 塞 が れ

る が 、 孔 ９ １ は ス ト レ ー ト 口 ５ と 一 致 し 、 蛇 口 １ か ら の 水 流 は ス ト レ ー ト 口 ５ を

通 っ て 多 数 の 孔 ５ １ か ら シ ャ ワ ー 状 と な っ て 吹 き 出 す 。
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【 ０ ０ １ ９ 】

  更 に 、 前 記 円 板 回 転 機 構 １ ０ を 操 作 す る と 、 ラ チ ェ ッ ト 歯 車 ９ ４ が 更 に ６ ０ 度

回 転 し て 、 図 ３ の 〔 Ｃ 〕 の よ う な 状 態 に な る 。 す る と 、 回 転 板 ９ の 孔 ９ １ は 塞 が

れ る が 、 孔 ９ ２ は 分 岐 口 ７ と 一 致 し 、 蛇 口 １ か ら の 水 流 は 分 岐 口 ７ を 通 っ て 分 岐

側 配 管 ３ を 経 由 し て 浄 水 器 等 へ 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

  前 記 回 転 板 ９ は バ ネ に よ っ て 下 方 へ 押 圧 さ れ て 状 態 で 回 転 す る 。

  ま た 、 浄 水 器 へ の 流 路 ７ １ に は 、 ボ ー ル 式 の 逆 止 弁 ４ が 構 成 さ れ て い る の で 、

浄 水 器 内 の 抵 抗 が 大 き く な っ た 場 合 に は 、 前 記 逆 止 弁 ４ が 開 き 、 水 流 を シ ャ ワ ー

用 の 孔 ５ １ か ら 排 出 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

  前 記 回 転 板 ９ の 周 囲 の 外 周 面 の ６ ケ 所 に 水 流 の 状 態 を 示 す マ ー ク を 表 示 を し 、

こ の 表 示 が 視 認 で き る よ う に 、 ケ ー ス ８ の 側 面 に 透 明 窓 ８ １ を 設 け た の で 、 回 転

板 ９ を 回 転 さ せ る 毎 に 、 前 記 透 明 窓 ８ １ に 順 次 現 れ る マ ー ク に よ っ て 、 現 在 の 水

流 の 状 態 を 知 る こ と が で き る 。

  図 ４ に 示 し た 例 の よ う に 、 回 転 板 ９ の 外 周 面 の Ａ の 位 置 に は ス ト レ ー ト 状 態 を

表 示 す る 絵 文 字 、 Ｂ の 位 置 に は シ ャ ワ ー 状 態 を 表 示 す る 絵 文 字 、 Ｃ の 位 置 に は 浄

水 器 作 動 状 態 を 表 示 す る 絵 文 字 等 を 表 示 す る と よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

  ま た 、 水 流 の 切 り 換 え が 、 シ ャ ワ ー 側 と ス ト レ ー ト 側 と の 二 種 類 の 場 合 に は 、

ケ ー ス ８ ’ の 内 部 に 、 シ ャ ワ ー 口 ５ ’ と ス ト レ ー ト 口 ６ ’ と を 同 一 平 面 上 で 且 つ

１ ８ ０ 度 ず ら し て 開 口 す る よ う に 配 設 し 、 回 転 板 ９ ’ の ほ う に 三 つ の 孔 を 設 け る

と よ い 。 こ の 場 合 の 側 面 断 面 図 を 図 ５ に 示 す 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

  【 考 案 の 効 果 】

  以 上 の よ う に 本 考 案 の 水 流 切 り 換 え 機 構 に よ れ ば 、 蛇 口 か ら の 水 流 を 、 シ ャ ワ

ー 側 と ス ト レ ー ト 側 と 分 岐 側 配 管 ３ と の 三 種 類 に 切 り 換 え る と き は 、 回 転 板 に 二

つ の 孔 を 設 け て 、 こ れ を ６ ０ 度 す つ 回 転 さ せ る の で 、 シ ャ ワ ー 側 と ス ト レ ー ト 側

と 分 岐 側 配 管 ３ と に 順 次 切 り 換 え る こ と が で き る の で 、 優 れ た 操 作 性 が 得 ら れ る
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。 前 記 回 転 板 は 、 円 板 回 転 機 構 を 押 す だ け で 水 流 が 順 次 切 り 換 わ る の で 、 操 作 が

簡 単 で あ る と い う 効 果 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

  ま た 、 蛇 口 か ら の 水 流 を 、 シ ャ ワ ー 側 と ス ト レ ー ト 側 と の 二 種 類 に 切 り 換 え る

と き は 、 回 転 板 に 三 つ の 孔 を 設 け て 、 こ れ を ６ ０ 度 す つ 回 転 さ せ る と 同 様 に 、 簡

単 な 操 作 で 切 り 換 え る こ と が で き る 。
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